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私とあなたの人権を守ることができるひとにもっと近づくために 
人権教育旬間 11月４日～11月 14日 

「人権」って何？ときどき子らに尋ねられます。そんなとき以下のように答えます。 

「人権」とは，「誰でも自分らしく幸せに生きるための権利，それはあなたも私も，好きな人も苦手と感

じる人も，大人も子どもも，ほかの国に住んでいる人も…全ての人間が生まれたときからもっている権利」 

なんだよと…。（じゃあ「権利」って何？と尋ねられることがあります。「権利」とは「あなたと私，そし

て全ての人を守るためのきまりみたいなもの」と答えます。） 

つまり「人権」とは「誰もが自分らしく幸せに生きるためのものであり，それを誰も否定してはいけな

いきまり」…難しいですかね？そんな「人権」を今，自分はどうとらえているか？そしてこれから私とあ

なたの人権を守り，大切にできるひとに近づいていくために，私はどうあるか？どうするか？そんなこと

を考え，実践する 10日間でした。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

くらしの中に潜む「差別」を考える      「もしも自分なら…」他者に自分を重ねて考える 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                         

相手のよさを認め，受け止め，伝える実践（「いいとこ探し」なかよしタイム・なかよしの木） 

 

「人権」について学ぶという営みは，学校だけでなく，ご家庭で，地域で，そして子らや私たちが生き

ている全ての場において直接的にまたは間接的に実践されてこそ，「私とあなたの人権を守ることができ

るひと」が育つと考えます。子らが「学校」という場にいる時間は案外短いものです。そして，学校外で

学び得たことを毎日子らは学校に持ちこんでいます。上の写真にあるような日々学校でみられるすてきな

姿は，学校だけでなく，学校外での学びの成果であるととらえています。人権教育旬間は終わりましたが，

これからも東小にある私たちは全ての人の「人権」を守れるひとを育てる実践を重ねていきます。ご家庭，

地域でも人権を学ぶ営みを日々のくらしの中でご実践をお願いいたします。 

 
おうちの中の何気ないかかわりが「うれしい」へ  
先日「信州教育の日 松本大会」という会があり，参加しました。その折に保護者の方や子らがつくっ

た「三行詩」の表彰がありました。感動した作品の一部を紹介します。 

 

 

 

「ママおんぶ」 
いつまで君を背負えるかな 
 そんなに急いで大きくならないで！（保護者） 
 

 



 ひとが「うれしい」と心から感じられるとき，それは「私には応えてくれる人がいるという実感」が得

られたときだと思います。それは「なかよしの木」にかかれていた子らの「うれしい」「ありがとう」（下

写真）からもうかがえます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

先ほどの「人権」を学ぶ営み，それを学べる場は学校だけでなく，ご家庭でも…とかきましたが，三行

詩にあるようなごくありふれた日常の何気ないかかわりの中で，お子さんもおうちの方々も「私には応え

てくれる人がいるという実感」を得ているのではないでしょうか。それも「人権」を学ぶ営みと考えます。   

お子さんの反応や言葉に「え！？」と驚き，戸惑ったり，悲しくなったりすることあるかもしれません。

でも，おうちの方々がお子さんと向き合い，温かな対応をとられていると，上記のような反応や言葉とは

裏腹に「うれしい」がお子さんの中でふくらむことでしょう。ご家庭での温かなかかわりがあるから，学

校で「なかよしの木」「なかよしタイム」等の活動ができるのです。そんなことを考えていましたら，ある

短歌が思い出されました。   寒いねと話しかければ寒いねと答える人のいるあたたかさ  俵 万智 

 

運動会からまだ 1か月？もう 1か月？ 
立冬は過ぎ，暦のうえでは冬が訪れています。西の山々に降る雪が里へと近づいてきています。しかし，

肌感覚ではまだ「晩秋」の中に在るようにも感じられます。暑かった運動会までの日々，そして感動の当

日からまだ 1か月とちょっとしかたっていないことに気付かされ，不思議な気持ちになります。 

さて，運動会のご感想，ご意見，ご要望をお寄せいただき誠にありがとうございました。「感動した」と

いったご意見をたくさん賜り，短い時間でしたが子らと先生で創り上げた成果をお認めいただき，大変う

れしく思っております。来年度も子ら全員がたのしめる運動会を目指す際，ご要望は運営にいかしていき

ます。今後も何卒温かく本校の教育活動を見守り，そしてお支えくださいますようお願いいたします。 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１２月の予定 
１日（月） お弁当の日 

２日（火） ６年生修学旅行（～３日） ５時間授業 

４日（木） ６年生計画休業 ５時間授業 

     ５日（金） ５時間授業 

     ９日（火） 保護者懇談会 ４時間授業（～１２日） 

    １８日（木） 学期末清掃（～２４日） 

    ２２日（月） 地区児童会 集団下校 ※年間行事予定表からの変更 

    ２５日（木） 二学期終業式 

    ２６日（金） 年末年始休業（～１月７日） 

 ※変更等がある場合は、すぐーる等でお知らせします。 

〇競技にかかわってのご意見・ご要望（要約） 
・子どもひとりひとりのよさがいかされる競技（リレー 
の復活など）をもっと盛り込んでほしい。また親子 
種目も検討してほしい。 
・PTA種目は雨天時ではカットでもよいと思う。 

〇学校より 
・子どもひとりひとりのよさがいかされ，たのしめる競 
技は何がよいか？今年も子らと先生で考えて実施 
しましたが，来年度も本年度同様に子らと先生で 
競技を考え，実施します。また新しい学校に向けて 
今後西小との合同種目も考えていく必要があると 
とらえております。 
・PTA種目は雨天時案では中止の方向で考えていま
した。来年度もその位置付けで実施します。「親子種
目」については実施可能かどうか検討します。 

 

〇運営にかかわってのご意見・ご要望（要約） 
・音声が非常に聴き取りづらかった。 

・音響の担当の方が 1人で大変そう。 

〇学校より 
音響の関係についてはたくさんの方からご指摘をい

ただきました。聴き取りづらい点があり誠に申し訳ご

ざいませんでした。来年度は機器の更新，入念な前

日リハーサル実施，複数の係配置を行います。 


